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1.はじめに 

長期間供用された道路橋 RC 床版は，疲労損傷に加

え，建設環境条件による劣化が進行し，供用開始時の

コンクリート圧縮強度が低下している可能性がある。

また，床版の部分補修を行う場合において，劣化部の

除去が不十分であり，脆弱なコンクリートを残して補

修を行った場合には，早期に再劣化が生じる可能性が

ある。一方，過剰な切削は費用の増大を招く恐れがあ

る。よって，RC 床版のコンクリート強度および劣化状

態を事前に把握することは重要であり，合理的な補修

を行うための有効な判断材料となると考えられる。 

そこで，床版内部の連続したコンクリートの強度を

診断する小口径コア型コンクリート強度診断試験機 1)

（以下，本試験機とする）(図－1)を開発した。これに

より，コンクリートの表面から深さ方向に切削する際

の鉛直および回転方向のエネルギーの合計切削エネル

ギーを得て，コンクリートの圧縮強度を評価した。 

2.切削エネルギーの算定式および強度推定の検討方針 

 本試験機による切削方法は，荷重装置による作用荷

重と直流式のモータの回転により行うことから，鉛直

方向の切削力とコアの回転力が作用する。よって，切

削エネルギーの算定は，本試験機がコンクリートを

1.0mm 切削するための鉛直切削エネルギーの累積(Σ

EF)および回転切削エネルギーの累積(ΣEM)を算定し，

これらの合計切削エネルギー(ΣE)により行う。この合

計切削エネルギーからコンクリートの圧縮強度を推定

するものである。ここで，本試験機が 1.0mm および任

意の深さまで切削するための合計切削エネルギー(Σ

E)は式(1)として与えられる。 

ΣE=Σ（EF+EM）＝Σ{(Fz × ΔL)+(Mz × Δθ)}   (1) 

ここに，ΣE：合計切削エネルギー(J)，EF：鉛直切

削エネルギー(J)，EM：回転切削エネルギー(J)，FZ：作

用荷重(N)，ΔL：切削深さ方向の変位（=ΔLn+1-ΔLn，

ΔLn+1：n+1 回目の深さ(mm)，ΔLn：n 回目の深さ(mm)，

MZ：切削トルク（=A×0.9511，A：電流）(Nm)，Δθ：

計測間隔における回転角度（=回転数×2π/60）(red/s) 

3．コンクリートの使用材料および実験方法 

(1)使用材料 コンクリート供試体の配合条件を表-1

に示すが，普通ポルトランドセメントと 5mm 以下の砕

砂，最大骨材寸法 10mm の砕石を使用し，圧縮強度が

24N/mm2程度確保できる配合条件とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 試験装置        (2)ビット形状 

図-1 小口径コア型コンクリート強度診断試験装置 

表－1 コンクリートの配合条件 

 

 

 

(2)実験方法 供試体上面に本試験機を設置する。コア

ビット内径寸法はφ25mm(切削部 3.0mm），高さ 300mm

である。ドリルの作用荷重は，エアーコンプレッサー

により圧力を 0.8Mpa に調整して作用させる。この場合

の作用荷重は約 230N である。また，モータ回転数は

1500 回/sec 一定に設定する。この場合の計測条件は，

200mm の切削に要する時間の最大を 5min とし，収録

データ数を 3000 データと設定する。 

この実験条件により，切削時間(sec)，作用荷重(N)，

表面からの切削深さ(mm)，電流値(A)のデータを動的に

計測し，合計切削エネルギーΣE を式(1)より評価する。 

4．結果および考察 

(1)作用荷重・切削時間・電流値 コンクリート表面か

ら深さ 200mm までの作用荷重の関係を図-2 に示す。荷

重は 225N～238N 範囲で作用しており，安定した制御が

なされていることが確認できる。また，深さ 200mm ま

で切削するに要する時間(sec)は 150.2sec であり，図-3

に示すとおりほぼ線形的に増加している。次に，電流

値(A)と表面からの距離(mm)の関係を図-4 に示す。初

期電流値は 1.55A と高いが，これはコンクリート表面

にコア・ドリルが接触した際に負荷が大きくなり，電

流が高い結果となる。その後徐々に安定し，1.22A～

1.1A の範囲での増減となった。この増減が，回転エネ

ルギーに大きく影響する。このような深さ方向の各層

のデータの増減から，各層においてコンクリートの圧

縮強度が変化しているものと推定できる。 
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